
李白女投観初探ー棺思と共生一

砂出 稔

序

李白には f長相思jと題する二首の楽府がある。そのうちの一首安次に掲げる。｛長指忠、

長安に在り／絡緯秋暗く 金井の類、微霜護凄として 種色寒し／孤灯明らかならずして

思い絶えなんと欲す／惟を容き月を望んで 空しく長歎、英人花の如く 雲端を踊つ／上

には青冥の高天有り、下には海水の波調有り／夫長く路遠くして 魂飛ぶこと苦しく、

魂は到らず関山の難／長棺窓、心肝を播く er長相思（在長安）J~李太白文集j 巻3、以下 f李
集ixと略記する）。
さて、青木正見氏は、世間的快楽の対象としての婦女に関する詩については、｛次には揚

女の詩。彼は遊蕩児であるから、「妓を載せ波に語って去留に任すJ（江上吟〉と云ったや
うな興は、なかなか盛んであったらしい。従って婦女を題材とすることに興味を覚えたで

あらうが、熱し正面きって之を詠ずることは殆ど無く、大抵は楽府題すなはち俗謡的詩趣

の中に在って之を取扱ってゐるJ（~李白JD と述べる。また、松浦友久氏は、［塘詩に表わ

れた女性議は、表現の対象や手法によってこれを系統的に類別すると、法ぼ次のようにな

るjri.不特定の女性的官女（2）思婦（3）美女・矯女 2.特定の女性（4）神話・伝説・
震史上の女性（5）肉親・妻妾等の女性Jrこの分布から見ても明らかなように、李自の女
性詩は唐詩に表われる女性像のすべての類型を完全に充たしており、しかも（討を除いて

はいずれも別集中の代表作と見なすべき主要作品を含んでいるjfまさに、［詩語の十句に

九旬は婦人と摺とを言ふのみjと評せられた面白の躍如たるものがあるjfむろんこれは、

李白を批判した王安石の毘辞として、「然れどもその識は消にして下jに続く論軒であるが、

欝家的な道椋観・文学観を離れれば、それが大きな褒辞iこも変りうる状態であることは言

うまでもないJ（『李自長記論一客寓の詩想］）と指携する。
この論考は、李自の女性観を道教との関わりで考察してみようという文字通りの試論で

ある。道教の視座からすれば、先の王安石の言葉が「大きな袈辞jとなるか誌ともかくと

して、松浦氏の類別の特定の女性の中に、女溜、即ち女性の道士そ加える必要はあると思

われる。

第一章 呉姫と越艶一様々な地域の女性

有名な｛越女詞jでは、李白は f央児 白哲多く、好みて蕩舟の議れを為す／眼を売り

て春心を欝ち、花を折りて行容を讃けるJ（其二 f李集］ 24）と歌う。ここでは、呉越の女
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性を包括しているようだが、「乱離を経たる後、天恩もて夜郎に流さる、旧遊を憶いて懐い

を書し江夏章太守良宰に贈るJ（『李集』 10）なる詩の第五段では、「果娃と越艶と、窃宛と

して鉛紅に誇る／呼び来りて雲梯に上れば，笑を含みて簾様を出ず／客に対して小垂手す

れば、羅衣春風に舞う／賓は脆いて休息を請い、主人は情 いまだ極まらずjと「呉娃

と越艶jを対比した表現を用いている。この詩について久保天随氏は、「李白が、一身の経

歴を紋し、殊に今次罪を獲た原因であるところの永王燐との関係に就いては、三たび意を

致し、そして、刻下の形勢に及んだので、その聞に、章太守との交誼、及び離合が点綴し

である。これは、集中有数の長篇で、結構の上に於ても、細心の工夫を用ひ、そして、文

字も洗錬してあって、もとより、大作を以て称すべきものであるJ（『李白全詩集』）と述べ

る。李白晩年の力作である。

「果娃と越艶jには、李白のこの地域の女性に対する思い入れが窺われるが、これと類似

する表現を探ると、玄宗の開元年間になった徐堅の『初学記』には「美婦人J（巻19）の

項目があり、その「事対jに「楚娃と宋艶jとあるのが注目される。「事対jは、『初学記』

に特徴的な項目であり、暗諦の便宜を図った二字ないし五字二句からなる対語を挙げたう

えで、そのそれぞれに典籍・詩文からの典拠・用例を示すものである（加藤聴「類書『初

学記』の編纂J）ヘ「楚娃と宋艶Jに関する「事対Jの引用には、「服慶の通俗文に日く、
南楚 美色を以て娃と為す。楊雄の方言に日く、宋衛菅鄭の問、美色を艶と日うJとある。
「果娃と越艶Jの説明ともなるであろう。呉の地域の女性を李白はまた、しばしば、呉姫と
して詠じる。「蒲萄の酒金巨羅、果姫十五細馬駄す／青黛は眉を画き 紅錦は靴、字を

道うは正しからず唱歌矯し／前璃建中懐裏に酔う、芙蓉帳底君を奈何せんJ（「対

酒J（『李集』 24）と歌うのがそれである。一方、越女は人と歌比べする姿が詠じられる。 fi~ 

人は白雪を唱い、越女は採蓮を歌う／此を聴きて 更に腸断つ、崖に窓りて 涙泉の如しj

（「秋登巴陵望洞庭J（『李集』 19）。李白には、別に著名な「採蓮曲J（『李集』 4）がある。「若
耶渓の傍採蓮の女、笑いて荷花を隔てて人と共に語る／日は新粧を照らして水底に

明らかに、風は香袖を瓢して空中に挙がる／岸上誰が家の遊冶郎ぞ、三三五五垂

楊に映ず／紫贈噺きて落花に入りて去る、此を見て蜘騎して空しく腸を断つj。

さて、目を北中国に転じれば、まず、長安などの「胡姫jについての作品が人口に贈炎

している。「何れの処にか別れを為すべき、長安青締の門／胡姫素手もて招き、客を延

きて金樽に酔わしむJ（「送表十八図南帰嵩山J其一『李集』 15）。素手は李白の自にしばし
ば止まるところである。「五陵の年少金市の東、銀鞍白馬 春風を度る／落花踏み尽くし

て 何れの処にか遊ぶ／笑って入る 胡姫酒障の中J（「少年行J其二『李集』 5）。長安の
ものと定められないが、楽府「白鼻駒J（『李集』 5）にも「銀鞍 白鼻の駒、緑地障泥の

錦／細雨春風花落つる時、鞭を揮って 直ちに胡姫に就いて飲むJとある。いずれも
酒家の女性についての描写である。勿論、歌舞の伴う場合もあった。「双び歌う 二たりの

胡姫、更るがわる奏して清朝に遠ざかる／酒を挙げて朔雪に挑げ、君が相鏡さざるに従すJ
（「酔後贈王歴陽J『李集』 10）、「胡姫貌花の如く、櫨に当たって 春風に笑う／春風に笑
い 羅衣もて舞う／君今酔わず将に安にか帰らんと欲すJ（「前有樽酒行j其二『李集』

3）。いかにも李自らしい快活な作品が並ぶ。この「胡姫jについては、夙に石田幹之助氏
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が［当櫨の胡姫J（『長安の春』）として、李白の詩に現れる例を中心に検討して、次のよう

に述べている。「かりに北胡の婦女にして京師のうちにきたり住んでいたものがあったとし

ても、朔北の草原に、寄鷹を家として乏しい生を送っているかれらのうちに、その声色の

美をもってはたして大唐の都に青春を誇る繁華の子弟の心を惹くほどのものがあったであ

ろうか。上掲の詩句に見ゆるがごとき胡姫といえば、やはり当時「胡旋J.「胡騰J.「白題J
等の舞の名手として、ソグディアナ・トカーラなどの諸地から入っていた舞女などととも

に、だいたいこれをイラン種の女子とみるのが至当であろうjと指摘している。これらは、

言わば国際都市長安を象徴しているような詩とも言えよう。北中国の例としては、他に「超

女J「燕姫Jなどが詠じられている。「吾が兄行楽曝旭を窮めよ、満堂美有り 顔玉
の如し／越女長歌して 彩雲に入り、燕姫醇舞して 紅燭矯しJ（「幽歌行上新平長史兄祭j

『李集』 6）。また、「越女は冶容ならず、龍を提げて 昼群を成す／絡を繰りて機梓を鳴

らし、百里声相聞ゆJ（「贈清津明府姪J『李集』 8）は、女性を艶やかさを歌うことの多
い李白としては珍しい作品である。更に「秦蛾j弄玉を歌った例があるが、それは西王母

のところで触れる。

さて、今まで様々な地域の女性に関する李白の詩を見てきたが、李白の女性観を窺う際

の絶好の作品は「長干行J其ー（『李集』 4）であろう（因みに「長干行J其二は、李自作
であるかどうか疑問の持たれることが多い）。長干は、「長干の呉児の女、眉目 星月より

も艶やかなり／履上足霜の如く、鵬頭の機を著けずJ（「越女詞j 其~ ~李集』 24）と
言われるように呉の地。つまり、これらの詩で歌われているのは、臭娃・越艶なのである。

吉川幸次郎氏の『新唐詩選』では、「長干行J（其ー）について、「したまちの愛情にも、も
とより愁いがある。それをも李白は、李白一流のうつくしい言葉で歌う。「長干の行jと題

したこの詩では、夫を行商に出したおさな妻の、夫の上にはせる思いを、歌うJ「詩は、す
べておさな妻の独自。まず筒井筒のおもい出からはじまっているJと言う。吉川氏は明示
していないが、李白の女性を歌った詩の中でメインの扱いを受けているのがこの詩である。

寛久美子氏は「幼馴染の男と結婚した若妻が、遠く出稼ぎにいった夫の身を案じる一人語

りの夫恋い持情詩J（『李白』）とされ、安旗の『李白全集編年注釈』（新編）では、 26才の

青年李白の作と見る。

「妾が髪初めて額を覆い、花を折りて 門前に劇むる／郎は竹馬に騎りて来り、淋を

透りて（原文「遼淋J) 青梅を弄す／同じく長干の里に居り、両つながら小なく 嫌猪な
しJ「十四君が婦と為り、差顔未だ嘗て聞かず／頭を低れて 暗壁に向い、千たび喚

ばるるにーたびも回らさずJ「十五始めて眉を展べ、願わくは 塵と灰とを同じうせん／
常に抱柱の信を存し、量に上らんや望夫台Jr十六君遠行す、塵塘溢漁誰／五月 触
る可からず、猿声天上に哀しJ
この詩を読むと直ちに連想するのは、李商隠の「無題j其ーである。「八歳にして倫かに

鏡を照らし、長眉己に能く画く／十歳にして踏青に去き、芙蓉もて褐奴と作す／十二にし

て寧を弾くを学び、銀甲曽て卸さず／十四にして六親より蔵る、懸めて知る猶お未だ嫁せ

ざるを／十五にして春風に泣き、面を背く轍轄の下J（『李商隠詩集』）

李商隠のこの詩は女性の成長の記録であるが、李白の「長干行jの殊に有名な冒頭六句
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は男性が関入して来ているところに妙味がある。近刊の宇野直人・江原正士再氏の f李白j

では、対談の中で藤村の fまだあげ初めし前髪の 林捨のもとに見えしときJer初恋J）の
詩句に言及される。

この詩が男女の馴れ初めを詠じるものとして『伊勢物語］ 23段の f簡井筒jとの関連を

されたのは寛文生氏であ号、その主な論点は「遺跡jの解釈にあった。箆氏は、日本

の代表的な李自の注釈欝が、［遺詠jを「ベッドのまわりをまわりながら青梅む突をみせび

らかした（武部利男 f李自j一九七二年、筑摩曹房、世界古典文学金集ニ七）Jなどといず
れも琳を模台、ベッドの意に解しているのに疑関をもたれ、［淋はおそらく庭にある井林、

つまり井戸のわく、井げたであろうjと解されたへ従うべきで為ろう。仁平道明氏がこ

れを譜強されているのは周知のことに罵する3）。近年の李自の有力な解釈の一つである鐘

銀主麗の f李白全集校柱嚢釈集評jにも「淋、井琳、井上的調拝jと注釈されていること

も見逃せないところであろう。

r伊勢物語』の「簡井筒jの該当部分は次の還りである。
むかし、田舎わたらひしける人の子ども、井のもとに出でてあそびけるを、大人に

なりにければ、おとこも女も臨ぢかはしてありけれど、おとこはこの女をこそ得めと

思ふ、女はこのおとこをと思ひっ＼親のあはずれども、間かでなんありける。さて、

この鱗のおとこのもとよりかくなん。

筒井つの井簡にかけしまろがたけ渦ぎにけらしな妹児ぢるまに

女、返し、

くらべこし振分援も周すぎぬ君ならずして誰かあぐべき

などいひ...............て、つゐに本意のごとくあひにけり。（岩渡新自本古典文学大系17)

f長子行j其ーに歌い込まれている女性の感情の、その鍵は、恐らく昨日思jという心情

であって、これは f互いに患い慕うこと、思い合うことjである。李自の場合、｛相思jは、

友情を示す表現として用いられることもあるが、物論男女簡の f相思相愛jを念頭におい

た用法も多い。 f長相思jを題とするニ首の楽府をはじめとするそうした心情こそ、おそら
くは李自の女性観のもっとも深部にあるものであり、それは女性とのまさしく（共生iを

意留するものであったと思量されるのである。

第ニ輩 越痩と犠杷ー官中の女性

民関と宮中を繋くや碍疲の女性誌酉施であろう。また、設女は民間から見出され、越から

に遣わされた秀色の女性として、雷わば呉娃と越艶を兼ねる存在でもある。李自

の（西施jと題する詩で誌次のように言う。（暗捺越渓の女、苧羅山より出ず／秀色今

古を掩い、荷花玉顔に議ず／紗を涜いて碧水を奔び、自ら清波と関たち／轄歯借に開

き難く、沈吟す碧雲の間／旬践絶艶を数し、蛾を揚げて呉関に入る／提携す館娃官、

杏捗歪ぞ馨ずべけんや／ーたび夫悲の罵を破り、千秋寛に還らずJrn事集］ 20）。この詩
について久保夫随氏は（前八句は、四施が未だ呉宮に入らざる時、即ち貧女としての生活
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し、匂議以下の六匂は、夫菱む寵を持たるにより、その末路に及んだので、一応尤も

らしいが、詳略やや当を失し、到恵竜頭蛇尾の譜を免れないもめで為るJ（降白金詩集］）

と批評し、はなはだ手援しいが、間施の行勝むあらましを綴っており、前西部はそれほ

捨てたものでもないのではないか。持色は女性の美韓をトータルに業譲する擦に、

好んで用いる表現。結歯は苦うまでもなく奨貌の形容む一。

盤史上の女性の中で、李自の最も野んだ入と毘られ、彼女を詠じる昨品

そむ幾っかを以下に列挙する。（鏡期三百罪、菌苔荷花を発く、五月 間施探る

／人は者て若躍を越くす、舟を語らして月を得たず、揮り去る 越王の家J< r子疫呉歌j
- ［李集j6）。；西施は笑うに宜しく 復た嘆するに宜し、醜女はこれに強いて 徒ら

に身を累しむ／君王蛾農の荷きそ愛すと離も、奈ともする無し 宮中入を拓殺するをj

(f玉謹吟jf李集］ 6）。最初のニ匂は、 I荘子j夫運籍の f重要み〈磯み）に倣うjむ故事を
踏まえる。戴襲は蟻の脂のよう主主、議く美しい題。奨貌の形容の…。李自も需用する。

烏棲む時、英王の官裏直接を静むしむ／果歌強舞歓び未だ畢ちず、

お街告半辺命日J< r烏接出jf李集j3）。 ；烏棲曲jは男女の歓楽会歌ったものと

される。楽府の名作の一つで毒る。

もまた讃史上の宮中の女性ではあるが、運命に奔iまれて拐地に去る悲劇性が歌わ

、流影明妃を燕らす／ーたび車問の道iこ上号、天漉去りて帰られる。

／漢丹 よち出づるも、明妃は西に嫁して来る日なし／燕支長えに寒くして

と作り、韓麿犠搾して鵠沙に没す／生きては黄金に乏しく 桂げて関面せられ、

しては習環を留品て 人をして嘆かしむJ(f王昭者j 其~［李簾j 4）「昭君玉鞍を払い、

与て紅顛；こ曜く／今自 漢宮の入、明朝鵠地の妾J( 

李白が宮中の女性そ詠じる場合、いおゆる閤怨詩に名作の多いことはよく知られている。

例えば、 f玉髄懇J（［李集j5）は楽蔚題で後宮の女性の関揺を詠じたもの。「玉轄に 告書
じ、夜久しくして

曹Ju事集］ 24）は更に
／本籍企襲をまPlどして、玲瀧として 秩月を望告jQ f恕

ある。｛美人 珠簾を巻き、深くさ設して蛾題を顎む／担見

る 援嬢の諾うを、知らず心に誰をか書、むそj蛾騒が美貌む形脊のーであることは先に

見たが、李長之氏はこうした身体の部設に着目することが、肉的で道教的だとする 04) 

ついては、松諾友久氏iこれ器、と恨の）両者の要点を言えば＇ ＂怨持は憤況

が可変的・涜動的でお号、“慢”は不可変的・題定的である。支計情や重構のや理構ヰとして、

ちらがより多く麓力的・刺激的であるかは言うまでもないJr麿善に携かれた女性龍の
中核〈もしく拡主要蔀分）が、こうした“関怨”的イメージで畠ったということは、換言

すれば、露代詩人の抱く女性観の中核が、実は、こうした“怨戸総特の心構を抱い

を待つ女性議を、女性の英、もしくは魅力の、典型と考えるもぬだったことそ示している。

みずからの主捧牲によって積極的に情況を変えるのではなく、逆に、所年の条件のなかで

男性への満たさ つづけるという女性縁。それは、男性の手になるがゆえに、

いっそう純粋に観念化された、女性的な“美曹と話愛”の典型となりえためだと苦うことが

できょう。女性が最も女性的であちうるのは、まさに男性との相関においてに地ならない。

それ事えにまたこのイメージは、立性作者む措く女性橡にもそのまま投影するほどと、
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時の明確な通念となりえたわけであろうjという重要な指捕がある九ここに隠されてい

るのは、欝教的な男性の女性に対する支配の構造であることは見やすい。ただ、李自の女

性に関する詩には、こうした需教的な構造を超えた女性に対するシンパシーに基づく描写

のあることが特徴であると思われる。それは、呉娃・越艶や西施・王昭君に対してもそう

であるし、次の楊貴妃を詠じた「清平欝謂J（『李策］ 5）もまた、しかりである。
盛躍の天宝ニ年（743）頃、玄宗と楊貴妃の口マンスが長安の興慶宮の沈香事で牡丹お花

と共に盛りを迎えたとき、李自によって詠じられたこの作品は、実は第三普から見る方が

事態の理解は明瞭なのであるが、第一首は折り紙付ぎの警抜な表現で姶まる。
すがた

雲には衣裳を想い花に泣容を想、う 繋想衣裳花想、容

春思議を払って襲撃濃やかなち 春嵐掛撒露華濃

し群五出頭にて見るに非ずんば 若非軍玉山頭見

会ず踏台の月下に向いて逢わん 曾向瑠豪月下逢（其一）

（想、jは［如jなどと毘乙だという意見があるが、李自のあざといまでの警抜さを揺み切

れていないだろう。ここで、揚貴妃と比較されるのは、道教の美しい女他で、群玉出にい

るとされた四五母である。璃台も持伯のいるところ。議台と西王母についてほ、次章でよ

ち詳しく克る。

一枝の紅艶 すpり凝をり

揚

香

薪ノ
＼

Y

レ
M

柾出産雨骨一日

一枝紅踏襲凝香

借問す漢宮誰か似るを縛たる

可憐の飛燕新粧に侍る

雲爵産山本王断腸

借問漢宮誰縛似

可憐飛燕侍新粧

沈香事に誌、紅・紫・浅紅・白の牡丹が植えられていた。紅艶はその紅の牡丹であり、

また、越艶と雷う表現もあるように楊貴妃の艶やかさも喰える。雲雨盛山は男女の交情の

こと。楚王と神女の契りを詠じた宋玉の f高唐賦jに f先王瞥諜嘉蔵、怠市童籍、夢見一
婦人、目、妾亙山之女也、震高唐之容、関君瀞商腐、藤薦枕席、王国幸之、去市藤田、

在E霊山之陽高正之題、旦潟朝雲、暮賎行雨、朝報暮暮、陽肇之下jとあるのiこ基づく。可

憐はいじらしさを含んだ愛らしさの意。飛燕は、漢の成替の皇后超飛燕のこと。李自の「宮

中行楽詞J（［李集l5）に「梯告は黄金のごとく搬かに、梨花は白雪のごとく香し／玉壌に
は藷翠巣くい、珠穀に法鴛驚を鎮す／妓を選んで難輩に随わしめ，歌を徴して潤房を出で

しむ／宮中 誰か第ーなる、飛燕は 昭揚に在りJ（其ニ〉と歌われる。いずれも楊繋妃を

喰えた。ただし、実在した女性に喰えたのは李自の失策でるり、楊貴妃との関に不利を生

じた。

名花傾醤再つながら梧歓ぶ

えに君主の笑いを帯びて看るを得たり

春風無線の恨みを解較して

洗香事北 麗干にイ奇る

歎

者

恨

子

相

笑

限

寵

離

帯

無

荷

盟

王

嵐

北

傾

君

春

亭

花

得

糟

杏

名

長

解

沈

名花は牡丹の花、額菌は、漢の李延年の歌に（一顧すれば入の域を傾け、再顕すれば人

の国を醸くjに基づく、奨貌の楊貴妃を指す。君王は苦うまでもなく玄京。春風無設壌を

青木正児は「春愁jと解する rn李白』）が、松浦友久の「春農がもたらす犠々な欝屈の構j
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u李自詩選］）が良く、恐らく女性特有のアンニュイ（犠怠）のこと。解釈は解消の意。
久美子が無限恨ぞと［訳もなく締をふさぐメランコリーJ（［李白］）とするのは、より富接的
である。

なお、白楽天の［長恨歌jはこの李自の f清平調詞j
と松浦崇氏誌指摘する6）。傾聴すべき意見であろう。

第三軍 無常と超越一瞬姑と西王母

ふんだんに借用している

李白よりやや後輩の顔真卿が大潜六年（771）に書いた（撫？？？南域巣蘇姑山仙壊記J（『顔
13）は、府代の麻姑信f阜の様子を伝えて余すところがない。そして、その前半

には、普の葛洪の『神的伝jに基づく麻姑についての詔介がなされている。現行の f神伯伝j
が葛洪の当時のままではないと疑われていること法男知の通りであるが7）、この顔真卿の

I蘇姑仙壇記jに引用する『神仙伝lはテキストとして最も信頼できるものとされている。

顔真卿の f神前訟jによる記述の後半に蘇姑が登場する。重要な部分をかいつまんで紹介

する。

二詩関して麻姑がやって来た。それは美しい娘で年は十八、九ばかり。顕に欝を結い、

った髪は垂れて腰まであった。その衣裳には模様があるが錦や績でもなく、光り輝

はこの世のものではなかった。坐が定まるとそれぞれ｛行厨jを進めた。金の盤に

五の杯、限ちもない御馳走である。多くはいろいろな花で、その香りは内外にあふれ、

臨麟の揺を僻いてそれを配った。

蘇揺は去う「お仕えして以来、東海が三度も桑田になるのを見ました。さき法ど開

いたところでは、蓬莱は水が前より浅くなり、替のほほ半分になったとのことです。

また陸地になってしまうのでしょうかj。王方平（遠）は笑って答える。 f聖人はみな、
海中にもゆくゆくはまた砂慶が揚がると替っておられるj

麻姑の手は議の爪のようだ。薬経法心の中で、言った。｛背中がかゆい時、あの爪で背

中金患いたらさぞかし気持がよいだろうなj王方平はすぐさま務経が心の中で、言った

ことを知り、人をやって繋経を牽き鞭うたせて言った。「廓姑は神人だ。おまえはどう

しておろそかにもその爪で背中な腿くことができたらと思うのだJと。

以上、やや蝦雑に珪ったが、麻姑借｛申の原点となる葛洪の f神仙伝iの麻姑に関する記

述ぞと見て来た。そ は、麻姑誌美貌の女神で、手は鳥の爪のようであり、東海が三度

も柴田になる所謂「論議の変j、即ち入の世の有為転変の激しさを説いたことである。

さて、李白は、道教徒的詩人とされるが、しばしば、蘇姑をその詩に登場させている。

それらのうち麻姑壇 (f登敬事山南葉懐古贈費主簿J）と蘇姑台（（金陵江上遇蓬池際者J)
を歌うものそ除いた詩を見てみよう。

李白は「吉有所思jにおいて、「我思う能人法乃ち碧潟の東隅に在ち、講寒くして天風多く、

白波山を連ねて藩藷を倒す／長鯨噴湯、渉るべからず、心を揮で、て主主、淑は珠の如し／

西来の膏鳥東に飛び去る、藤くばー曹を簿せて麻姑に欝せんJ（『李集』 4）と蓬莱の位女
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たる麻姑への憧れを口にしつつ、また、親友の道士元丹正に与えた「西岳雲台歌送丹正子J

では「明星玉女漉掃に備わり、麻姑背を掻いて指爪軽しJ（『李集』 6）と麻姑の長い爪につ

いて語る。

継いで李白は、「贈王漢陽Jにおいて「吾曾て海水を弄び、清浅三変を嵯く／果して麻姑
の言に’極う、時光 流電よりも速やかなりJ（『李集』 10）と所謂「治桑の変jについて触

れるのであるが、『神仙伝』の麻姑伝における先の「治桑の変Jの記述こそ、李白が自己の
無常観を表現する際に好んで用いるものであった。例えば「古風其八J（『李集』 2）に「荘
周は胡蝶を夢み、胡蝶は荘周と為る／一体更に変易し、万事良に悠悠たり／乃ち知る蓬莱

の水も、復た清浅の流れとなるを／青門に瓜を種うる人は、旧日の東陵侯／富貴固よりか

くのごとし、営々として何の求むる所ぞjと説くように。更に言えば、「短歌行Jには、「白
日何ぞ短短たる、百年苦だ満ち易し／蒼寄浩浩若たり、万劫太極長し／麻姑両

警を垂れ、一半 己に霜と成るJ（『李集』 5）と、あの若く美しかった麻姑の黒髪にも歳月
の流れによる変化の訪れることさえ述べるのである。

次に西王母は道教の女神の筆頭に置かれる存在である。唐末五代の碩学道土木土光庭の『塘

城集仙録』の序文では、「塘城集仙録は、古今の女子の得道昇仙の事を紀すなり。（中略）

女仙は金母を以て尊しと為し、金母は塘城を以て治と為す。編みて古今女仙の得道の事実

を紀し、自ら塘城集仙録と為す。上経に臼く、男子道を得れば、位は真君に極まり、女

子は道を得れば、位は元君に極まる。此伝は金母を以て主と為し、元君は之に次ぐjと述

べる。そして、『塘城集仙録』の巻ーでは金母元君について、「金母元君は、九霊太妙亀山

金母なり。ーに太霊九光亀台金母と号し、ーに号して西王母と日う。乃ち西華の至妙にして、

洞陰の極尊なりjと述べている。

李白はその詩の中で様々に西王母を詠じる。「周穆八荒の意、漢皇万乗の尊／楽しみ

に淫して 心極まらず、雄豪安んぞ論ずるに足らん／西海に王母と宴し、北宮に上元を

滋う／洛水に遺歌を聞き、玉杯寛に空言／霊跡は蔓草を成し、徒らに千載の魂を悲しま

しむJ（「古風j其四十三『李集』 2）、「朝に王母池に飲み、膜に天門闘に投ず／独り緑締の
琴を抱いて、夜青山の月に行く／山は明らかにして月露白く、夜は静かにして松風

歌む／仙人碧峯に遊び、処処に笠歌発すJ（「遊太山J其六『李集』 17）、「上元は誰が夫人
ぞ、偏えに王母の矯を得たり／嵯峨たる三角の警、鈴髪は散じて腰に垂る／委は披く 青

毛の錦、身は着く 赤霜の祖／手に競女児を提げ、閑かに鳳と篇を吹く／眉語両つながら

自ら笑う、忽然風に随って瓢るJ（「上元夫人J『李集』 20）、［玉真の仙人、時に太華の峰を
往く／清展天鼓を鳴らし、職数として双龍を騰らしむ／電を弄して手を畷めず、行雲

本醗無し／幾時か少室に入りて、王母応に相逢うべきJ（「玉員仙人詞J『李集』 7）「三
鳥王母に別れ、書を街んで来りて過らる／腸を断ちて絃を第る若く、其れ愁思、を如何せん

／遥かに知る 玉窓の裏、繊手雲和を弄するを／曲を奏して深意有り、青松女羅に

交わるJ（「寄遠j 其~ ［李集』 24）とあるのがそれである。瑳水、王母池と言われるのは、

崖青山にあって、西王母と関わるとされる瑳池のこと。また、「清平調詞Jの注釈ともなり

得るのは、「寓言J其二（『李集』 22）であろう。「逢育たり双綜鳳、娩嬰たり三青禽／往還
す瑠台の裏、鳴いて舞う玉山の塁手、以て秦蛾の意を歓ばせ、復た王母の心を得たり／区区
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たり精衛鳥、木を街んで空しく哀吟すjとある玉山は、先の群玉山のことで、『穆天子伝』

「葵巳至子霊玉之山J（巻二）についての晋の郭瑛の注釈には、「即ち山海に云う、霊玉山は、

西王母居る所の者なりJと云っている。

また、落台と西王母との関わりについては、先学は『太平御覧』（巻673）所引の『登真

隠訣』に［昆脅瑳台、西母之宮、所謂西落上台、天真秘文在其中jとあることを指摘する8）。

ところが、この「所謂J以下は実は『真詰』の「関西宮所在、答云、是玄圃北壇、西洛
之上台也、天真珍文、尽蔵於此中J（巻ー）とある記述に基づくのであるぺ更に言うならば、

『真諾』では、この答について、「右南獄夫人言jとして、その南嶺夫人貌華存の言葉とし

ていることも注目されよう。『真言告』は、茅山派道教の集大成者である梁の陶弘景の編述に

なり、『登真隠訣』は、彼の著述であることは周知の通りである。

このように李白は、茅山派道教の経典なども糧としながら、西王母について歌うのであ

るが、（飛龍引j其二の龍に騎った黄帝が紫皇から薬方を貰う後半部分では「紫皇乃ち白兎

播くところの薬方を賜う、天に後れて老い 三光を凋む／下落池を視王母を見れば、

蛾眉粛楓として秋霜の如しJ（『李集』 3）と西王母の眉も年齢を重ねて白くなる様が詠じら

れる。つまりは、道教の女神の代表たる西王母も先の麻姑と同様に無常を免れなかったと

するところに李白が死の超越を如何に困難なものと考えていたかがよく表れていよう。

第四章 元君と錬師ー貌華存と焦静真

カトリーヌ・デスプ氏は言う。「茅山派は道教の正統な派の中でも、女性をその始祖とし

て認めた最初の派である。その女性とは貌夫人（252・334）であり、彼女はその派のあらゆる

伝統の始まりとみなされ、茅山派もしくは上清派の最高の「元君jであったj10）と。神塚

淑子氏もまた、「貌華存は道教の女真（女性の真人）の一人である。道教の女神といえば、

西王母や麻姑、天后（婿祖）などが一般にはよく知られているが、貌華存は上清派（茅山派）

と呼ばれる道教の第一代の師とされ、六朝・唐代の宗教思想史上、きわめて重要な女性の

神仙である。神仙としての名は南岳貌夫人というjと述べる11）。李白には、この貌夫人へ

の信仰に触れた次の詩がある。（呉江の女道士、頭に蓮花巾を戴き／寛裳雨に湿わず、特

に陽牽の神に異れり／足下遠遊の履、波を凌いで素塵を生ず／健を尋ねて南岳に向う、応

に貌夫人に見ゆべしJc r江上送女道士猪三清遊南岳j『李集』 15）。茅山派道教を信奉した
李白は、南岳と言えば、まず貌夫人を思い浮かべたものであろう。この規夫人の信仰は、

前章で見たとおり、梁の陶弘景に継承されて行くが、李白と親交のあった道士胡紫陽の道

教の系譜は、李白の［漢東紫陽先生碑銘jにおいて、「聞くならく金陵の壊、道始めて三

茅に盛え、四許に波ぶ、華陽口口口口口口口陶隠居昇玄子に伝え、昇玄子体玄に伝え、

体玄貞一先生に伝え、貞一先生天師李含光に伝え、李含光契を紫陽に合すjと述べ

られているω。陶隠居は梁の陶弘景、昇玄子は陪の王遠知、体玄は唐の潜師正、貞一先生

は李白に「仙風道骨jのあることを指摘した司馬承禎である。李自のこの「紫陽碑銘jの

道教史における意義は、言うまでもなく李含光を司馬承禎の道統を伝えた人物としている
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ことであろう。

さて、李自には、また、［贈嵩山蕪錬師井序Jrn李集］ 9）と題する女冠在詠んだ詩がある。
t太平広記］ (449）にき｜く「広異記Jでは、焦錬師が黄梧の婦人に化けた妖猿と術競べをし、

破れたために嵩出の陳きに埴を設け、老君に助けを求める話が載せられているが、その

頭に｛唐の関元中に集錬師が遵を修めていて、甚だ多く信徒を燕めていたjとして、焦錬

簡の宗教活動の状況を伝えている説。錬師は認が高く、思いが精密な道士に与えられる呼称。

李白と交友のあった彊性的な詩人である王畠齢も焦錬留と会い道教の手ほどきを受けて

いる。｛中蜂青荏の樫、一点雲生ずるの時／護憲わんや石堂の襲に、焦錬師に逢うを
しずか

るを／嫡香琴案に浄く、松影落塀に関なり／長年ぬ薬を拝受して、繭翻として西海

を期すJer謁焦錬師jf王畠齢集編年校注』巻1）と詠じるのがそれである。やはり、同時
代に活議した李践にも f寄焦錬蔀jと題する次の詩がある。 f道を得て凡そ百歳、丹を焼い

て？をだ一身／悠悠たり 孤峰の頭、日びに三花の春そ見る／白鶴翠微の裏、黄精幽澗

の演／蛤めて知る世上の客は、山中の人に及ばざるを／仙境夢に在るが若し、朝雲親

しむべきが知し／何に由りてか顔色を暗、手を捧いて風塵に謝せんJrn全唐詩］ 132）。ま
た、王維にも｛贈東麗焦銀蔀Jc r王雑集校控i巻1）と題する詩が穿する。 f先生は千蔵徐
る、五議遍く曾て居る／逢かに識る 捧設の鼎、新たに過ぐ王母の躍／子し盤を師とする能

わず、何事ぞ長祖に問う／玉管時に鳳を来たし、銅盤則ち魚を釣る／身を疎かす空

裏の語、自を明らかにす夜中の書／自ら還丹の術有り、時に論ず太棄の初／頻りに露版の

を蒙り、時に軟輪の車を降る／山静かにして泉違いよ響き、松高くして枝轄た疎らなり

／顕在支えて樵客に問う、世上復た荷如j。そして、少しく後輩になるが、王維と縁の深い

詩人である議起にも恐らく焦錬部の事跡を訪ねたと見られる作品が残されている。「三蜂の

花畔碧堂懸け、錦里の真人此に位を得／五体繍かに飛ばす西萄の謡、舞裳南わんと

欲す大羅の天／彩雲は散ぜず嬢丹の位、白鹿は詩に織す種玉の国／幸くば桃源に入

ちて 閤ちて世を去り、万に丹訣もてーたび廷非するを期さんJer題焦道土石盤jf銭考功
集j巻8）これらの作品は、焦錬障の京教活動が広く当時の詩人たちの関心の的であったこ

とを示している。

次に李白は（贈嵩山焦錬蔀井序jの序文で次のように述べる。（嵩山に焦錬帥とよばれる

神信がいて、何許で生まれた婦人かも分からない。又斉梁時代に生まれたとも云う。その

年令容貌は五六十才とも称えるほどだ。常に胎息絶穀して、少霊山の庸におり、飛ぶよう

に遊行し、議慈のうちに寓患をいく。世間では或いは東海に入り蓬莱出に登ったかと伝え、

とうとうその往くところを測れないでいる。余は少室山に神仙の遊を訪ね、尽く三十六峰

に登った。そむ高風を聞いて詩を寄せようとし、手紙に書いて謹かに贈ったjと。

胎患は、普の葛洪の f抱朴子j釈滞篇（巻8）には合患を鐸るもの誌、能く鼻口を以て嘘吸

せざること、胞飴の中に在るがごとくなれば、則ち道成れりjと説く。絶穀は身を軽くす

るため穀物を絶つこと。いずれも道教の長生法である。

そして、［贈嵩rlf焦錬師jの詩では｛ニ室青天を凌ぎ、正花紫煙を含む／中に蓬海の

客あり、宛も麻姑の前たるかと疑う／道在号て暗染まること莫く、跡高くして想、いは己記

鶏たり／時に餐す金鵠の蕊、しばしば読む青苔の篇／八援に恐に遊憩し、九咳に長く周旋
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す／瓢を下して穎水に酌み、鶴を舞わして伊川に来る／還た空山の上に帰り、独り秋霞を

払いて眠る／羅月 朝鏡を娃け、松風夜絃を鳴らす／光を潜めて嵩獄に隠れ、瞬を錬り

て雲握に棲む／寛衣何ぞ瓢瓢たる、鳳吹転た綿遡／願くば西王母に同じく、下に東方

朔を顧みん／紫書僕し伝うべくんば、骨に銘じて誓いて相学ばんJと歌って、蓬莱山の
客となった焦が行い澄まして金鶴、即ち桂の蕊を食べ、青苔の篇、つまり道教の書を読む

姿を描き出している。女仙の代表として麻姑と西王母を盛り込んでいるのも李白らしい。

篇鋲氏はこの焦錬師を沈扮の『続仙伝』に見える焦静真とするが川、この焦静真につい

ては、『四庫提要』以来の一つの疑案がある。即ち、その『続仙伝』の『提要』（子部道家

類）に「惟泥海遇仙使帰師司馬承禎事、上巻以為女真〈貞〉謝自然、又下巻以為女真〈貞〉

焦静真〈貞〉、不応二人同時、均有此異、是其虚構之詞、偶忘其自相矛盾者失jとあるのが

それである。

(1）『続仙伝』下、司馬承禎伝＜道蔵本＞には、「時に女真焦静真、海に泥び蓬莱に詣り

て師を求む。一山に至る。道者に見ゆるに指して言いて日く、天台山司馬承禎、名 丹台

に在りて、身は赤城に居り、真に良師なりと。静真既に還り、承禎に詣りて度さるること

を求むJとある。因みに雲笈七銭本の『続仙伝』は、これは謝自然の事跡となっている。
(2）『続仙伝』上、謝自然伝＜道蔵本＞の関係箇所を原文で示すと「道士問、欲何往、自

然日、蓬莱尋師、求度世去。道士笑目、蓬莱隔弱水、此去三十寓里、非舟械可行、非飛仙

莫到。天台山司馬承禎名在丹台、身居赤城、此乃良師也、可以週去。俄頃風起、聞海師促

人登船、言風己便。及揚帆、又為横風瓢三日、却到台州岸。自然欣然復往天台、具言其実、

以告承禎、並謝前過。承禎日、倹択日昇壇以度。於是伝授上清法。後却帰萄、至貞元年中

(785-805）、白日上昇市去Jとある。
(2）の下線部分が（1）と同じであることは一目瞭然である。ただ、司馬承禎が開元23年

(735）に卒しており、また、焦錬師が開元中に活動しているのに比べて、謝自然の活動は

貞元年間に及んでおり、下線部分は著しく無理のある記述と見なければなるまい回。

一方、焦錬師、即ち焦静真が蓬莱に行ったというのは、在世当時からのよく知られた噂

であって、李白はそれを書き留めているのであろう。併せて言えば、王維の今一首の焦静

真に纏わる詩に「海上三島に遊び、准南八公に預る／坐して知る 千里の外、跳って

向うー壷の中／地を縮めて珠闘に朝し、天に行きて 玉童を使う／人に飲ませて柳か

酒を割き、客を送りて乍ち風を分かつ／天老能く行気し、吾が師空を養わず／君に謝

して徒らに雀躍、鴻濠に問うべき無しJ（『王維集校注』巻1）とあって、三島、即ち蓬莱・

漏洲・方丈の三山に言及するのもその証左であろう。

また、李激の『真系』（『雲笈七銭』巻5）では、司馬承禎伝の末尾に「（司馬承禎）先生

門徒甚だ衆し、ただ李含光・焦静真のみその道を得たりJといっているのは、焦静真が
茅山派道教における代表的な女性求道者であったことをよく示している。李白の道教信仰

はこうした女冠の活動をも支えとしている。これらの女性の道教修行者に対する真率な態

度も、李白の女性観の一面を表すものと考えてよかろう。

「
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結語

「長安一片の月、万戸衣を擦つの声／秋風吹きて尽きず、総て是れ玉関の情／

何れの日か胡虜を平らげ、良人遠征を罷めんJ（「子夜呉歌J其三『李集』）6) 

山崎純一氏は、「李白は児女の情に通じている。女の美しさ、女の悲しみをしばしば歌っ

ているjといい、また、先の詩などについて、「李白の『子夜呉歌』は、優美・可憐・愛ふ

かきものとしての理想化された女性に対する讃歌といってよかろうjと述べる 16）。李白が

女性に対して、特に親愛のJ｜育を持っていたことを指摘したものであろう。

儒教には、「三従j、即ち家にあっては父に従い、嫁しては夫に従い、夫が死んだあとは

子に従う（『儀礼』喪服篇、『礼記』郊特牲篇）という考えや、「七去J、即ち『大戴礼』本
命篇の「婦に七去あり、父母に順わざれば去る、子無ければ去る、淫なれば去る、妬なれ

ば去る、悪疾あれば去る、口多言なれば去る、籍盗なれば去るJという離婚の条件に関す
る考えがあって、男尊女卑の思想が顕著であり、仏教にも「五障J（女性は究天王・帝釈・

魔王・転輪聖王・仏身になることができないとされること）や、「変成男子J（女性の身体
のままでは仏になれないので、男性の身体になること）の思想があり 17）、女性に差別的だ

とされる。

しかし、道教では女性は男性と同様に仙人になれると考えられており、更に上述したよ

うに茅山派道教では女性のリーダーがいるなど、女性尊重の色彩が強い四）。

李白は女性描写に巧みな詩人とされるが、それは、無常の世を共に生きるパートナーと

しての女性との「相思Jを重んずるという個人的な資質と、道教における女性尊重の思想
とが相互に影響しあって織り成された彼の女性観に基づくものと思量されるのである。

注釈

※テクストは静嘉堂宋萄本『李太白文集』、宋萄刻本唐人集叢刊『李太白文集』を用い、宋楊斉賢・元粛士費『分

類補註李太白詩』、王靖『李太白文集輯註』、農鎮主編『李白全集校注藁釈集評』等を参照した。

1）『東方学』 111輯所収。

2）寛氏の見解は『唐宋文学論考』に纏められている。

3）「『伊勢物語』二十三段と李白「長干行JJ （『文芸研究』第百集所収）参照。

4）『道教徒的詩人李白』参照。

5）「唐詩にあらわれた女性像と女性観J（石川忠久編『中国文学の女性像』所収）参照。

6）「李白「清平調調jと白居易の「長恨歌JJ （『南腔北調論集』所収）参照。

7）福井康順「神仙伝考J（『東方宗教』創刊号所収）参照。

8）篇鎮主編『李白全集校注藁釈集評』参照。

9）石井昌子『道教学の研究』参照。

10）『女のタオイスム』門田真知子訳参照。

11）「貌夫人J（『しにか』 1999年11月号所収）参照。

12）拙稿「李白と唐代の道教J（『言語と文化・文学の諸相』所収）参照。
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13）土震踊明 f神的幻想iも参照されたい。なお、王維について誌、拙犠「桃漉・

維とモダンな道教－J（~東方宗教~ 113号所収）参照。

14) 陳国持『道蔵漂流考i、震鎖主編 f事白金集校注嚢釈集評j等参頴。

15）遊佐昇 f謝自黙と道教J（牧尾良海薄士喜美子記念『需・仏・道三教患想論致j所収〉参照。

16) r李自の女性讃歌 f子夜呉歌jに寄せてJa国語通信］ 295号所収）参照。
17）菅野博史 I法華経入門j参照。

－本擦一王

18）郭沫若『李白寺社甫』、孫畠武 f道教与璃代文学j、武部利男氏む李白に関する一連の著作、小南一部

f中間の神話と物語川、吉川忠央『書と道教の周辺』等も参考にしている。
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